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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月8日(2011.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガン細胞を検出する方法であって、
　（ａ）電気的シグナルをもたらすことができる生成物を生じさせるように、酵素が細胞
と基質との反応を触媒する条件のもと、細胞を酵素のための基質と接触させること；およ
び
　（ｂ）前記電気的シグナルのレベルを測定すること
を含み、所定の閾値と比較した前記電気的シグナルのレベルの違いにより、ガン細胞が示
される方法。
【請求項２】
　対象をガンと診断する方法であって、
　（ａ）電気的シグナルをもたらすことができる生成物を生じさせるように、酵素が細胞
と基質との反応を触媒する条件のもと、対象のサンプルにおける少なくとも１つの細胞を
酵素のための基質と接触させること；および
　（ｂ）前記電気的シグナルのレベルを測定すること
を含み、所定の閾値と比較した前記電気的シグナルのレベルの違いにより、ガンが示され
る方法。
【請求項３】
　ガンのための処置を個々に最適化する方法であって、
　（ａ）対象のサンプルにおける少なくとも１つのガン細胞を少なくとも１つの抗ガン剤
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と接触させること；
　（ｂ）電気的シグナルをもたらすことができる生成物を生じさせるように、酵素が細胞
と基質との反応を触媒する条件のもと、前記少なくとも１つのガン細胞を酵素のための基
質と接触させること；および
　（ｃ）細胞によって生じた前記電気的シグナルのレベルを測定すること
を含み、前記レベルにより、前記対象のガンを処置するための前記抗ガン剤の効力が示さ
れる方法。
【請求項４】
　細胞の悪性表現型を逆戻りさせることができる薬剤を同定する方法であって、
　（ａ）少なくとも１つのガン細胞を薬剤に供すること；および
　（ｂ）細胞の悪性表現型を、工程（ａ）の後、および、必要な場合には工程（ａ）に先
だって、請求項１に記載の方法に従って測定すること
を含み、表現型の逆戻りにより、細胞の悪性表現型を逆戻りさせることができる薬剤が示
される方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの細胞は複数の細胞を含む、請求項２～４のいずれかに記載の方法
。
【請求項６】
　前記測定は、高速大量処理のための手段を使用して行われる、請求項１～３のいずれか
に記載の方法。
【請求項７】
　前記接触はインビトロまたはエクスビボで行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記サンプルは、最大でも５００個の細胞を含む、請求項２～３のいずれかに記載の方
法。
【請求項９】
　前記サンプルは、最小でも１０個の細胞を含む、請求項２～３のいずれかに記載の方法
。
【請求項１０】
　前記酵素はアルカリホスファターゼである、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記ガン細胞は結腸ガン細胞である、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記細胞は無傷である、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記細胞は生検サンプルに含まれる、請求項１～３のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記細胞は予め処理されていない、請求項１～３および１３のいずれかに記載の方法。
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